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 ぽかぽか陽気が気持ちの良い季節になり

ましたので、花壇に花を植えました。「綺麗

に咲くんだよ」と水やりしている子どももお

り、職員一同ほっこりしています。花も子ど

もも『雨ニモマケズ』に育って欲しいですね。 

 今年度から性教育を始めました。年齢ごとに

分かりやすい内容にしています。定期的に性教

育を行い、性についての理解を深めていきま

す。なかなか難しいことではありますが、子ど

もたちの将来を守るために根気よく伝え続け

たいと思います！ 

🌸花壇🌸はじめました 

5月の青空の下、子どもたちが楽しみにしている運動会が行われました。コロナ時期から午前中のみの運動会になっている

ところがほとんどです。我が家の子どもたちの時代は朝４時に起きてお弁当を作り、７時に場所取り並びに行き、場所を取っ

ていったん家に帰って、運動会を見て、家に帰ったら１５時ころで、親も子もへとへとというイメージでした。そんなでした

から、今回の運動会が、簡素で寂しいかと思えば、そんなことは全くなく、子どもたちは徒競走を一生懸命走り（一年生は手

を振ってくれました…）チーム対抗の種目もあり、低学年はダンス、中学年はよっちょれ、高学年はよさこいと、見どころ満

載でした。種目中のアナウンスも子どもが話し、開会式、閉会式も児童会が仕切り、校長先生はその仕切りにのりお話されて

いました。時代なのでしょうか…という前置き自体古いように思いますが、子どもたちが自主的に取り組むように 構成して

いるのは感心させられました。 

児童養護施設も子供会をもっているところがありますが、柏葉荘にはありません。そのかわり「アドボカシー」という制度

を取り入れて、施設の職員にも話せないような悩みや、希望を聞いてもらうことができる仕組みを始めています。原則、相談

内容は、相談員の方と相談した児童の秘密事項ですが、必要であれば、相談員の方と一緒に柏葉荘の職員も相談に応じること

ができます。子どもたちが自分自身のことを真剣に考え、自分の大切な権利を大切に使ってくれるといいなと初夏の青空の

下、一生懸命に走り、踊る子どもたちを見て思いました。                施設長  高津 ひろみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 いつもお世話になっております。 

日頃から、本施設へのご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

「みらい便り」を発行致しましたので、ご一読頂けますと幸いです。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。               職員一同 

 

～8月の予定～


